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研究成果の概要（和文）：社会心理学の視座を導入した対照言語学の視点から、電子メディアの

テクストも参照しつつ、独日英語を素材とする談話分析に主眼をおいた「ポライトネス研究」

を構想・推進した。その際、異文化理解の諸問題も射程に収め、「多重モード」や「インタラク

ション」に論究しつつ、ポライトネス概念のさまざまな差異を明らかにし、異文化コミュニケ

ーションの問題関心も取り込んだ、対照比較研究の意義を示し、近未来の課題を再確認した。 

 

研究成果の概要（英文）：Inspired by the perspective of social psychology and from the 

standpoint of constrastive linguistics, our project conducted research into politeness 

which focused on a discourse analysis dealing with German, Japanese and English texts 

including those in computer mediated communication. We were engaged in analyzing the 

problems of intercultural understanding and discussed also the problem of multimodality 

and interaction. Thus, we could clarify differences in understandings of concept 

“politeness” and show the importance of a comparative study which looks at questions 

of intercultural communication. Now the project increased awareness of recent and current 

challenges in this research field. 
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を重ねてきた。その過程で、とりわけ、デジ
タルニューメディアのことばとコミュニケ
ーションのあり方を分析・追究する視座の確
立に腐心するとともに、いわゆる文化や言語
文化を超えて、社会心理学的視点で言語現象
を観察し、これに省察を加えることの必要性
を強く意識してきた。一方、言語学的なポラ
イトネス研究が従来、主として一言語のみに
限定して、たかだか二言語の対照のみで行わ
れてきたという学術研究上の現状を、独日英
語３つを視野に入れることにより改善し、獲
得された知見によりポライトネス研究に貢
献したいと考えて、両名と意見交換を不断に
重ねてきた。以上が、研究開始時の様子であ
る。 

２．研究の目的 

 「対人配慮」と「距離感」をはかるために、
社会心理学的視野と方法を導入した対照言
語学の視点から、現代・未来のコミュニケー
ション問題として重要な電子メディアのテ
クストも対照とし、ドイツ語、日本語、英語
を素材とするディスコース分析に主眼をお
いた「ポライトネス研究」を新たに構想する
ことを目的とした。その際、言語の多様性の
認識にうえに立った変種言語学、ならびにメ
ディア言語学的な視線からの観察、分析、記
述を旨とした。 

３．研究の方法 

 本研究は組織面で、研究代表者（渡辺学）
に加えて、研究分担者（三宅和子）ならびに
連携研究者（南保輔）の３名で構成された。
渡辺は、ドイツ語学、社会言語学、対照言語
学、メディア言語学の視点から、主としてド
イツ語と日本語（副次的には英語）の言語デ
ータの収集、テクストやディスコースの分析
に携わり、同時に全体の総括も担当した。三
宅は、日本語学、社会言語学、メディア言語
学の視点から、主として日本語と英語の言語
データの収集、テクストやディスコースの分
析を担当した。南は、英語と日本語を主たる
対象とし、社会科学、とりわけ社会心理学（と
社会学）の視点から、インタビュー、ミクロ
相互作用分析などの方法を含む方法的視座
の提示と言語学的分析への補完的貢献を行
った。作業の全行程において、研究の最新状
況の精確な把握が目指されるとともに、人文
科学と社会科学の方法（論）の相互参照とそ
れを通じたデータ分析・解釈の精密化・精緻
化が目指された。 
４．研究成果 
 平成 22 年度：研究分担者は、8 月～10 月
にロンドンに永住する日本人コミュニティ
ーを対象とする予備調査、ならびにそのデー
タ化を行った。被験者にはフリートークの形
で、自らの言語とアイデンティティー、イギ
リス人との関係などに関して話してもらい、
録音した談話を文字化して分析できる状態

とした。また、ロールプレイに着目しつつ言
語学習における「笑い」に着目した研究を行
った。研究連携者南は、6 月～7 月期にスイ
スにおいて、研究代表者との共同発表を「国
際ポライトネス学会」において行った。発表
では、ドイツ語圏の研究の要点を要領よくま
とめた他、ゴフマンのフレイミングやフッテ
ィングなどの概念装置をロボット開発に関
する談話の分析にどう生かせるかを検討し
た。研究代表者は、8 月期、ワルシャワにお
ける国際ゲルマニスト会議のあとドイツの
ミュンスターに滞在し、図書館で資料を収集
するかたわら、ギュントナー教授らとの専門
討議を経て、コード・スイッチングやデジタ
ル・ニューメディアを視野におさめたポライ
トネス研究の可能性を探った。また全メンバ
ーは、12 月に三牧陽子氏から日本語談話デー
タを分析対象とする「ポライトネスのバラン
ス探求」についての専門的知識の提供を受け、
研究の最前線の一端に触れた。さらに、3 月
には、代表者がドイツのマンハイムにおいて
文献調査を行うかたわら、デッパーマン教授
をはじめとする研究者との専門討議によっ
て、英語圏と比べた場合のドイツ語圏の研究
の強みは、「視点の置き方(perspectivation)」と
いう概念に見られるのではないかという仮
説を立て、「談話の言語学」に力点を置く次
年度以降の研究の方向性を一層明確にする
ことができた。 

平成 23 年度：期間の全体にわたって研究
代表者は、昨年度に引き続き談話研究を視野
に入れ、異文化コミュニケーションの研究成
果をもとにしたうえでの日独（英）語のポラ
イトネス対照研究を推進した。ポライトネス
研究をいったん広義に解し、いわゆる異文化
理解の諸問題も射程に収めた。 
 本研究の主眼でもある対照研究は、ポライ
トネス概念の言語圏、あるいは研究者間の差
異を明らかにすることを目指して、「位置取
り (positioning)」などの鍵概念とその射程・
応用可能性に注目しつつ、最先端の研究成果
と対峙しながら推進した。これには、術語・
概念の細部の精査とともに、これらを「談話」
「コミュニケーション」「インタラクション」
などの文脈に位置づける、いわゆるマクロな
視座からの読みも必要とされた。10 月から
12 月期、2 月から 3 月期にかけてはドイツ語
研究所のシュミット教授のグループのデー
タ会議に 7～8 回にわたって参加し、討論に
も加わりながら、さまざまな組織（学校、職
場など）で収録されたデータの分析・解釈を
行い、「エスノメソドロジー」や「解釈学的
社会学」の手法に親しむとともに、いわゆる
「多重モード(multimodality)」や「インタラク
ション」の仕組みを理解し、あわせてドイツ
語による学術討論の特性を追体験し自己の
研究にいかすことができた。社会学、社会心



 

 

理学などの方法も援用しつつ、ドイツ語研究
所が提供している既存のコーパスを利用、ド
イツ語研究所専門研究員との意見・情報交換
を重ねたことは、研究上の視野の拡大と調査
分析の精密化に役立った。加えて、たとえば
11 月の招待講演（ドイツ、ミュンスター大学、
ギュントナー教授による招待）では、日本と
日本人のイメージに焦点を当てながら、ポラ
イトネスの問題にも論究した研究代表者の
講演に対して、同教授ならびに聴衆から客観
的で批判的なフィードバックを受けること
ができた。 

 研究分担者はとりわけ「配慮言語行動」「コ
ミュニケーションのスタイル」に焦点を当て、
連携研究者は「社会学」「エスノメソドロジ
ー」に焦点を当てた研究を推進した。10 月（山
下仁氏「ドイツ語によるポライトネス研究」、
熊谷智子氏「謝罪とフェイスワーク ―日本
語コミュニケーションにおけるフェイス保
持をめぐって―」）と 3 月の科研研究会（田
中典子氏「ポライトネスはどう捉えられてき
たか」。3 月には、代表者が「社会文体論とポ
ライトネス」と題し、ドイツ語圏に焦点を当
てた問題点の概説も行った）においてドイツ
語学、日本語学、英語学の視座からポライト
ネス研究についての専門的知識の提供を得
たことは、言語文化横断的な専門討議の機会
となるとともに、異文化コミュニケーション
にもつらなるポライトネス研究の全体像構
築に裨益するところ大であった。 
 平成 24 年度：本年度全期間にわたり、研
究代表者の渡辺を中心として、ポライトネス
研究の最先端を引き続き資料収集・文献調査
により追究した。渡辺は、9 月にドイツ、マ
ンハイムのドイツ語研究所に滞在し、同研究
所のアイヒンガー教授、ケンパー教授、デッ
パーマン教授など、第一線の言語学者との専
門討議を経て、「スタイル」の諸問題とつな
がるポライトネス研究に課された喫緊の課
題を再確認した。やや詳しく言えば、「位置
取り（ポジショニング）」における文化的特
性の把握可能性とその限界、「視点」の概念
に着目することの、異文化コミュニケーショ
ン研究における重要性、「ポライトネス」と
「位置取り」を関連づけつつも厳密に分ける
ことの必要性などである。研究分担者は、デ
ィアスポラ研究のうち、ポライトネスの視点
が含まれる項目に関する面接調査（インタビ
ュー）の文字化作業をとりわけ 9 月に本研究
計画の枠内で行った。連携研究者は、8 月と
9 月に学生団体の活動を観察調査し、ビデオ
撮影を行った。結果、リーダーとしての言動
と、先輩と後輩間でのやりとりとに「ポライ
トネス」がどのように表れるかを検討するた
めのデータが収集された。3 月には、いわば
全体の総括を兼ねて、早野薫氏に「日本語に
おけるポライトネスと会話構造」についての、

会話分析とブラウン・レヴィンソンのポライ
トネス理論を踏まえた専門的知識の提供を
受けた。日本語学と英語学の成果を踏まえた
報告は示唆に富むもので、ディアスポラ研究、
社会学、社会心理学、異文化コミュニケーシ
ョンをクロスさせた視点から意見交換と討
論を行い、ポライトネスをめぐる対照比較研
究の意義を再確認することができた。当初計
画していた、データ解析・分析を共同で十二
分に行えなかったこと、「ポライトネス・ス
トラテジーの要覧」作成にまでには至れなか
ったことは反省材料のひとつであり、今後の
研究に生かしていきたい。 
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